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はじめに

鞍
くら

手
て

町
まち

社
しゃかい

会福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

　会
かい

長
ちょう

　あいさつ

　近
きんねん

年の社
しゃかい

会情
じょう

勢
せい

を踏
ふ

まえ、社
しゃかい

会福
ふく

祉
し

の諸
しょ

制
せい

度
ど

においても目
め

まぐるしい変
へん

化
か

が生
しょう

じ

ています。このような状
じょう

況
きょう

下
か

にありながらも、鞍
くら

手
て

町
まち

社
しゃかい

会福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

は、「誰
だれ

もが

安
あんしん

心して暮
く

らせるまちづくり」を目
め ざ

指し、地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

の推
すいしん

進に取
と

り組
く

んでまいりまし

た。社
しゃかい

会福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

の活
かつどう

動を通
とお

して、住
じゅう

民
みん

活
かつどう

動と総
そうごうてき

合的な支
し

援
えん

サービス運
うんよう

用の２つ

が、よりよい地
ち

域
いき

づくりを行
おこな

う上
うえ

でとても重
じゅう

要
よう

な要
よう

素
そ

であることを再
さいかくにん

確認しました。

つまり、地
ち

域
いき

（住
じゅう

民
みん

）の福
ふく

祉
し

力
りょく

と福
ふく

祉
し

（サービス）の地
ち

域
いき

力
りょく

― この２つが合
あ

わさる

ことで、誰
だれ

もが安
あんしん

心して暮
く

らせるまちづくりの力
ちから

となるのです。

　このことは、前
ぜんかい

回の「鞍
くら

手
て

町
まち

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

総
そうごう

合計
けいかく

画」の策
さくてい

定時
じ

の平
へいせい

成 27 年
ねん

頃
ごろ

には、す

でに国
くに

によって示
しめ

されていました。そうしたことから、初
はじ

めての地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

活
かつどう

動計
けいかく

画

を策
さくてい

定すべく、平
へいせい

成 27 年
ね ん ど

度に「鞍
くら

手
て

町
まち

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

活
かつどう

動計
けいかく

画策
さくてい

定委
い

員
いん

会
かい

」を立
た

ち上
あ

げ、

行
ぎょう

政
せい

計
けいかく

画と一
いったい

体となった「鞍
くら

手
て

町
まち

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

総
そうごう

合計
けいかく

画」を策
さくてい

定いたしました。

　そして、前
ぜんかい

回の計
けいかく

画策
さくてい

定から５年
ねん

が経
けい

過
か

した今
こんかい

回、鞍
くら

手
て

町
まち

においては、鞍
くら

手
て

町
まち

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

総
そうごう

合計
けいかく

画の流
なが

れを踏
ふ

まえ、行
ぎょう

政
せい

計
けいかく

画である「地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

計
けいかく

画」と住
じゅう

民
みん

活
かつどう

動計
けいかく

画

である「地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

活
かつどう

動計
けいかく

画」を策
さくてい

定することとなりました。本
ほんけいかく

計画は後
こうしゃ

者にあたる

計
けいかく

画で、地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

自
じ

身
しん

がどのようなまちを目
め ざ

指し、そのためにどのような活
かつどう

動を地
ち

域
いき

で行
おこな

っていくのか、について示
しめ

したものです。

　本
ほんけいかく

計画の策
さく

定
てい

期
き

間
かん

中
ちゅう

にも、新
しんがた

型コロナウイルスという、新
しんこう

興感
かん

染
せん

症
しょう

としては、



近
きんねん

年類
るい

を見
み

ないほどの拡
ひろ

がりを見
み

せた感
かん

染
せん

症
しょう

に直
ちょく

面
めん

し、今
いま

もなお、その収
しゅう

束
そく

の目
め ど

途

は立
た

っていません。この未
み ち

知なる感
かん

染
せん

症
しょう

の拡
かく

大
だい

により、人
ひと

と人
ひと

とのつながりが分
ぶんだん

断

され、そのことは社
しゃかい

会福
ふく

祉
し

― 特
とく

に地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

にとって、大
おお

きな爪
つめあと

痕を残
のこ

したと考
かんが

えて

います。

　計
けいかく

画の推
すいしん

進にあたっては、先
せん

述
じゅつ

した社
しゃかい

会情
じょう

勢
せい

の変
へん

化
か

により、従
じゅう

来
らい

の方
ほうほう

法が通
つうよう

用し

ないこともあるかもしれません。しかしながら、委
い

員
いん

の皆
みなさま

様の意
い

見
けん

から策
さくてい

定された

本
ほんけいかく

計画からは、いかなる社
しゃかい

会情
じょう

勢
せい

になろうとも、住
じゅう

民
みん

誰
だれ

もが住
す

みやすい、やさしい

まちにしていくのだという、強
つよ

く、揺
ゆ

るがない想
おも

いを感
かん

じました。私
わたし

たち社
しゃかい

会福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

としましても、こうした状
じょう

況
きょう

に負
ま

けることなく、住
じゅう

民
みん

の皆
みなさま

様と一
いっしょ

緒に考
かんが

え、

これまでと変
か

わらず、活
かつどう

動推
すいしん

進のお力
ちから

添
ぞ

えができればと存
ぞん

じます。

　最
さい

後
ご

になりましたが、本
ほんけいかく

計画の策
さくてい

定にあたり、熱
ねっしん

心にご審
しん

議
ぎ

いただきました委
い

員
いん

の皆
みなさま

様、並
なら

びに関
かんけい

係各
かく

位
い

のご協
きょう

力
りょく

に対
たい

し、心
こころ

より感
かんしゃ

謝と御
お

礼
れい

を申
もう

し上
あ

げます。

社
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第
だい

１章
しょう

　第
だい

２期
き

鞍
くら

手
て

町
まち

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

活
かつ

動
どう

計
けい

画
かく

の策
さくてい

定

第
だい

１節
せつ

　計
けい

画
かく

策
さく

定
てい

の背
はい

景
けい

　今
いま

から約
やく

５年
ねんまえ

前の平
へいせい

成 27 年
ねん

度
ど

、鞍
くら

手
て

町
まち

社
しゃかい

会福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

が事
じ

務
む

局
きょく

となり、地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

活
かつどう

動計
けいかく

画策
さくてい

定委
い

員
いん

会
かい

を立
た

ち上
あ

げ、『鞍
くら

手
て

町
まち

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

総
そうごう

合計
けいかく

画』を策
さく

定
てい

しました。こ

れは、行
ぎょう

政
せい

計
けい

画
かく

である地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

との一
いっ

体
たい

策
さく

定
てい

で、平
へい

成
せい

28 年
ねん

度
ど

から平
へい

成
せい

32 年
ねん

（令
れい

和
わ

２年
ねん

）度
ど

までの５か年
ねん

計
けい

画
かく

となっています。

　今
こん

回
かい

、町
ちょう

行
ぎょう

政
せい

では、令
れい

和
わ

２年
ねん

度
ど

に策
さく

定
てい

委
い

員
いん

会
かい

を立
た

ち上
あ

げ、第
だい

２期
き

目
め

となる地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

が策
さく

定
てい

されました。前
ぜんかい

回の計
けいかく

画策
さくてい

定以
い

降
こう

、社
しゃかい

会福
ふくしほう

祉法の改
かいせい

正が行
おこな

われ、地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

に関
かん

するさまざまな項
こう

目
もく

が変
へん

更
こう

されました。その中
なか

でも、地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

に関
かん

し

ては、複
ふく

合
ごう

化
か

する一
ひ と り

人ひとりの課
か

題
だい

やニーズに対
たいおう

応すべく、「盛
も

り込
こ

むべき事
じ

項
こう

」が

示
しめ

され、さらに、地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

がその他
た

各
かく

福
ふく

祉
し

分
ぶん

野
や

の計
けい

画
かく

の上
じょう

位
い

計
けい

画
かく

として位
い

置
ち

づ

けられることになりました。また、改
かいせい

正された社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

の中
なか

では、地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

の

推
すいしん

進は、「地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

が主
しゅたい

体」であることが明
めい

文
ぶん

化
か

されました。そのことは、地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

が主
しゅたい

体として地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

を推
すいしん

進していけるようにすることが自
じ

治
ち

体
たい

の義
ぎ む

務として示
しめ

さ

れたことを意
い み

味していると言
い

えます。加
くわ

えて、１期
き

目
め

の計
けい

画
かく

時
じ

に見
み

越
こ

していた「地
ち

域
いき

包
ほうかつ

括ケアシステム」から、より多
た

機
き

関
かん

他
た

分
ぶん

野
や

との連
れんけい

携を目
め

指
ざ

した「重
じゅう

層
そう

的
てき

支
し

援
えん

体
たいせい

制整
せい

備
び

事
じ

業
ぎょう

」が打
う

ち出
だ

されました。

　今
こんかい

回の地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

活
かつどう

動計
けいかく

画策
さくてい

定にあたっては、新
しんがた

型コロナウイルスの感
かん

染
せん

拡
かく

大
だい

・そ

れに伴
ともな

う緊
きん

急
きゅう

事
じ

態
たい

宣
せん

言
げん

の発
はつ

令
れい

等
など

により、第
だい

１回
かい

目
め

の会
かい

議
ぎ

開
かい

催
さい

時
じ

期
き

がずれ込
こ

み、年
ねん

度
ど

中
ちゅう

に十
じゅう

分
ぶん

な協
きょう

議
ぎ

を行
おこな

うだけの会
かい

議
ぎ

が開
かいさい

催できませんでした。本
ほんけいかく

計画は、住
じゅう

民
みん

と鞍
くら

手
て

町
まち

の福
ふく

祉
し

に関
かか

わる人
ひと

々
びと

が手
て

を携
たずさ

えて、よりよい鞍
くら

手
て

町
まち

の福
ふく

祉
し

を目
め

指
ざ

すためのもので
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第
だい

１章
しょう

　第
だい

２期
き

鞍
くら

手
て

町
まち

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

活
かつ

動
どう

計
けい

画
かく

の策
さくてい

定

す。現
げん

状
じょう

把
は

握
あく

や十
じゅう

分
ぶん

な意
い

見
けん

交
こうかん

換、共
きょう

通
つう

認
にんしき

識が図
はか

れなければ、文
も

字
じ

通
どお

り「計
けいかく

画倒
だお

れ」

になりかねません。こうしたことから、策
さくてい

定委
い

員
いん

の皆
みなさま

様の合
ごう

意
い

のもと、当
とうしょ

初の予
よ

定
てい

を変
へんこう

更し、時
じ

間
かん

をかけ、十
じゅう

分
ぶん

な協
きょう

議
ぎ

を行
おこな

いながら計
けいかく

画を策
さくてい

定することにいたしました。

　こうした背
はいけい

景から、今
こん

期
き

の活
かつどう

動計
けいかく

画は、行
ぎょう

政
せい

計
けいかく

画である地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

計
けいかく

画と分
わ

けて

策
さくてい

定することになりましたが、同
おな

じ鞍
くら

手
て

町
まち

の地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

を推
すい

進
しん

していく計
けいかく

画として、

町
まち

の地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

計
けいかく

画と連
れん

動
どう

性
せい

を保
たも

つこととしています。
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第
だい

１章
しょう

　第
だい

２期
き

鞍
くら

手
て

町
まち

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

活
かつ

動
どう

計
けい

画
かく

の策
さくてい

定

第
だい

２節
せつ

　計
けい

画
かく

の推
すい

進
しん

にあたって

　社
しゃかい

会福
ふく

祉
し

法
ほう

の改
かいせい

正により、地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

推
すいしん

進の主
しゅたい

体が地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

であると明
めい

文
ぶん

化
か

された

ことは、第
だい

１節
せつ

で述
の

べました。これは、社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

第
だい

４条
じょう

に記
き

載
さい

されている内
ないよう

容で

あり、具
ぐ

体
たい

的
てき

には、福
ふく

祉
し

や介
かい

護
ご

をはじめとしたさまざまな課
か

題
だい

を抱
かか

えた人
ひとびと

々が孤
こ

立
りつ

することなく、あらゆる分
ぶん

野
や

の活
かつどう

動に参
さん

加
か

できるよう、地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

と関
かん

係
けい

機
き

関
かん

とが連
れん

携
けい

し解
かい

決
けつ

を図
はか

る、といった内
ないよう

容が示
しめ

されています。これは、どんな人
ひと

も社
しゃかいてき

会的に孤
こ

立
りつ

することなく、あらゆる活
かつどう

動に参
さん

加
か

する機
き

会
かい

が確
かく

保
ほ

されるよう皆
みな

で支
ささ

え合
あ

おうと

いうこととも言
い

い換
か

えられます。

　前
ぜんかい

回の計
けいかく

画策
さく

定
てい

後
ご

の平
へい

成
せい

29 年
ねん

７月
がつ

には、九
きゅう

州
しゅう

北
ほく

部
ぶ

豪
ごう

雨
う

が発
はっせい

生しました。鞍
くら

手
て

町
まち

においても身
み

の危
き

険
けん

を感
かん

じるほどの激
はげ

しい豪
ごう

雨
う

に見
み

舞
ま

われ、避
ひ

難
なん

された方
かた

も少
すく

なく

なかったでしょう。そうした中
なか

で、近
きん

隣
りん

同
どう

士
し

の普
ふ

段
だん

からのつながりの大
たい

切
せつ

さを再
さい

認
にん

識
しき

した方
かた

々
がた

も多
おお

かったのではないでしょうか。こうした経
けいけん

験から、今
こんかい

回の計
けいかく

画には、

災
さい

害
がい

時
じ

の助
たす

け合
あ

い、またそこにつながる普
ふ

段
だん

からの支
ささ

え合
あ

いの大
たい

切
せつ

さに触
ふ

れた意
い

見
けん

も出
だ

されています。

　未
いま

だ収
しゅう

束
そく

の見
み

えない新
しんがた

型コロナウイルスの感
かんせん

染拡
かくだい

大は、人
ひと

と人
ひと

との関
かか

わりを分
ぶん

断
だん

しました。しかしながら、福
ふく

祉
し

の推
すいしん

進は、人
ひと

と人
ひと

との関
かか

わり合
あ

い無
な

くしては非
ひ

常
じょう

に

難
むずか

しいものがあります。第
だい

２期
き

目
め

の活
かつ

動
どう

計
けい

画
かく

推
すい

進
しん

にあたっては、「w
ウ ィ ズ

ith コロナ」の

視
し

点
てん

も合
あ

わせながら、進
すす

めていく必
ひつ

要
よう

があります。

　なお、今
こん

期
き

の計
けいかく

画は、先
せん

述
じゅつ

のとおり新
しんがた

型コロナウイルスの感
かんせん

染拡
かくだい

大等
など

の影
えい

響
きょう

から、

策
さくてい

定に時
じ

間
かん

を要
よう

することとなりましたが、計
けいかく

画期
き

間
かん

は町
まち

の地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

計
けいかく

画と同
どうよう

様、令
れい

和
わ

７年
ねん

度
ど

までとします。

第
だい

２章
しょう

　計
けい

画
かく

の理
り

念
ねん

と全
ぜん

体
たい

像
ぞう
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第
だい

２章
しょう

　計
けい

画
かく

の理
り

念
ねん

と全
ぜん

体
たい

像
ぞう
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第
だい

２章
しょう

　計
けいかく

画の理
り

念
ねん

と全
ぜんたいぞう

体像

第
だい

１節
せつ

　計
けい

画
かく

理
り

念
ねん

理
り

念
ねん

みんなで思
おも

いやり支
ささ

え合
あ

う、安
あん

心
しん

して暮
く

らせるまちづくり

　第
だい

１期
き

目
め

の地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

活
かつ

動
どう

計
けい

画
かく

である、「地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

総
そうごう

合計
けいかく

画」の「『思
おも

いやり』の気
き

持
も

ちを、住
じゅう

民
みん

一
ひ と り

人ひとり、各
かくせんもん

専門機
き

関
かん

、行
ぎょう

政
せい

がそれぞれ持
も

ち、支
ささ

え合
あ

うことで誰
だれ

も

が安
あん

心
しん

して暮
く

らし続
つづ

けることができるまちづくり」を目
め

指
ざ

した理
り

念
ねん

を今
こん

期
き

活
かつ

動
どう

計
けい

画
かく

でも引
ひ

き継
つ

ぎます。

　策
さくてい

定が法
ほうてき

的努
ど

力
りょく

義
ぎ む

務とされている地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

計
けいかく

画の２期
き め

目も本
ほん

理
り

念
ねん

を引
ひ

き継
つ

いでい

ます。
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第
だい

２章
しょう

　計
けいかく

画の理
り

念
ねん

と全
ぜんたいぞう

体像

第
だい

２節
せつ

　計
けい

画
かく

の骨
ほね

組
ぐ

み

　本
ほんけいかく

計画策
さくてい

定にあたり、委
い

員
いん

会
かい

では、ワークショップ「４つの窓
まど

」を実
じっ

施
し

しました。

このワークショップでは、①今
いま

の鞍
くら

手
て

町
まち

の良
よ

いところ、②今
いま

の鞍
くら

手
て

町
まち

に足
た

りないとこ

ろ、③理
り

想
そう

の鞍
くら

手
て

町
まち

、④理
り

想
そう

に近
ちか

づくために自
じ

分
ぶん

たちにできること、を各
かく

委
い

員
いん

が思
おも

い

つく限
かぎ

り、出
だ

し合
あ

いました。これにより、各
かく

委
い

員
いん

がそれぞれの立
たち

場
ば

で見
み

る・考
かんが

える鞍
くら

手
て

町
まち

の現
げん

状
じょう

を共
きょう

有
ゆう

しました。

　本
ほんけいかく

計画の理
り

念
ねん

は、③理
り

想
そう

の鞍
くら

手
て

町
まち

、から導
みちび

き出
だ

されたものです。各
かく

委
い

員
いん

から思
おも

い

思
おも

いの理
り

想
そう

像
ぞう

が出
だ

された結
けっ

果
か

を総
そう

合
ごう

すると、１期
き め

目の理
り

念
ねん

に通
つう

ずるところが非
ひ

常
じょう

に

多
おお

かったため、今
こん

期
き

も上
じょう

記
き

理
り

念
ねん

を引
ひ

き継
つ

ぐこととしました。

　計
けい

画
かく

で掲
かか

げる理
り

念
ねん

は、地
ち

域
いき

の目
め

指
ざ

すべき姿
すがた

と言
い

えるでしょう。ワークショップと

その後
ご

の会
かい

議
ぎ

を重
かさ

ねる中
なか

で、その理
り

想
そう

を実
じつげん

現させるための「人
じん

財
ざい

」「場
ば

」「仕
し く

組み」

が必
ひつ

要
よう

であるということが導
みちび

き出
だ

され、これを本
ほんけいかく

計画の実
じつげん

現のための「目
もく

標
ひょう

」とし

ました。

　この目
もく

標
ひょう

を達
たっせい

成するためには、住
じゅう

民
みん

一
ひ と り

人ひとりが自
じ

分
ぶん

たちにできることを意
い

識
しき

し

て生
せいかつ

活することが大
たいせつ

切です。それをキーワードとして４つに示
しめ

しました。
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第
だい

２章
しょう

　計
けいかく

画の理
り

念
ねん

と全
ぜんたいぞう

体像

第
だい

３節
せつ

　本
ほん

計
けい

画
かく

の全
ぜん

体
たい

像
ぞう

みんなで思
おも

いやり支
ささ

え合
あ

う、安
あん

心
しん

して暮
く

らせるまちづくり

理理
りり

念念
ねんねん

＝＝目目
めめ

指指
ざざ

したいしたい理理
りり

想想
そうそう

のの姿姿
すがたすがた

現
げん

状
じょう

鞍
くら

手
て

町
まち

に不
ふ

足
そく

しているところ

目
もく

標
ひょう

Ⅰ
必
ひつよう

要な

「人
じん

財
ざい

」

Ⅱ
必
ひつよう

要な

「場
ば

」

Ⅲ
必
ひつよう

要な

「仕
し

組
く

み」

目も
く

標ひ
ょ
う

が�

達た
っ

成せ
い

で
き
れ
ば

意い

識し
き

し
て
い
け
ば

良
よ

いところはさらに伸
の

ばし、

不
ふ

足
そく

しているところは補
おぎな

う

①誰
だれ

もが気
き

軽
がる

に集
つど

える場
ば

づくり

②地
ち

域
いき

での支
ささ

え合
あ

い

③地
ち

域
いき

活
かつどう

動を活
かっ

性
せい

化
か

させる

④地
ち

域
いき

と関
かんけい

係機
き

関
かん

のパイプづくり

一
ひ と り

人ひとりが意
い

識
しき

する４つのキーワード「自
じ

分
ぶん

たちにできること」

鞍
くら

手
て

町
まち

の良
よ

いところ


